













職の予防へ貢献する知見を得ることを目的とした。調査対象者は保育職養成課程の A 短期大学と B 専門学校の学生あわ







































なかった回答を分析対象とした。調査は 2013 年に九州県内 A 短期大学保育学科２年生 58 名（全て女性）、2018 年４月
に奈良県内 B 専門学校保育学科１年生 53 名（男性１名、女性 52 名）、2018 年 10 月から 11 月にかけて B 専門学校２年



























項目 因子負荷量 共通性 M S.D
第１因子　職責に対する不安（α＝ .946）
子どもにきちんと善悪を伝えられるかどうか .916 －.131 －.085 .670 4.813 1.459
保育士という自覚を持ち，自立していけるのかどうか .884 .115 －.096 .828 4.850 1.303
保育士として責任を持った行動ができるかどうか .866 －.076 .083 .751 4.875 1.435
任された仕事をきちんとやりとげることができるかどうか .854 －.290 .166 .661 4.800 1.444
責任を持って保育士という仕事を続けられるかどうか .813 －.014 －.027 .629 4.913 1.451
子どもと気持ちを通じ合えるかどうか .770 .096 －.088 .623 4.900 1.374
子どもにとって安心で安全な環境をつくることができるかどうか .761 .093 －.128 .584 4.888 1.253
園の方針になじめるかどうか .652 －.211 .298 .534 4.725 1.147
子どもの些細なことにきちんと気づいてあげられるかどうか .617 .313 －.097 .621 4.975 1.449
保育士として自分は役に立てるのかどうか .598 .184 .071 .566 4.925 1.240
失敗してもくじけずに立ち直れるかどうか .578 .012 .254 .543 4.675 1.491
子どもたちと上手く関わっていけるかどうか .543 .217 －.004 .469 4.925 1.209
失敗したときに乗り越えられるかどうか .439 .074 .366 .537 4.788 1.429
第２因子　職務能力への不安（α＝ .919）
保護者へ育児の支援やアドバイスができるかどうか －.138 .906 .063 .745 4.788 1.393
保護者からの悩みや相談をされた時に適切なアドバイスができるかどうか －.209 .884 －.067 .591 4.850 1.303
指導案や企画案を書くことができるかどうか －.276 .837 .137 .601 4.675 1.565
連絡ノートなどの記録物がうまく書けるかどうか .072 .728 .137 .701 4.838 1.297
子どもたちをきちんとまとめられるかどうか .214 .728 －.132 .659 4.850 1.192
子ども同士の喧嘩を解決することができるかどうか .167 .659 .011 .589 4.888 1.243
子どもたちに適切な声掛けができるかどうか .241 .642 .060 .687 4.838 1.119
子どもがケガをした時に適切な対処ができるかどうか .204 .588 .031 .541 4.913 1.255
職場の先生たちと上手にコミュニケーションがとれるかどうか .150 .529 －.014 .382 4.863 1.145
職場の先生たちとうまく連携が取れるかどうか .085 .512 －.023 .307 5.000 1.136
子どもが病気をして具合が悪くなった時に適切な対処ができるかどうか .210 .495 .106 .478 5.013 1.185
ピアノがしっかり弾けるかどうか －.094 .476 .005 .188 4.488 1.721
保育中に子どもたちがケガをしないかどうか .379 .445 －.224 .418 4.900 1.109
第３因子　体調維持への不安（α＝ .876）
体調管理ができるかどうか －.054 .031 .916 .819 4.500 1.551
持ち帰りの仕事をこなせるかどうか －.114 .177 .786 .671 4.650 1.450
体調を崩さないかどうか .103 －.125 .719 .524 4.638 1.671
睡眠時間を確保できるかどうか －.209 .287 .676 .546 4.450 1.475
体力が持つかどうか .238 －.111 .653 .550 4.475 1.653
朝の早起きができるかどうか .064 －.053 .598 .369 4.663 1.614






　B 専門学校の１年生と２年生を対象として、就労に対する不安に対する得点を Welch の t 検定を用いて比較した（Figure
１、Figure ２、Figure ３）。まず、「職責に対する不安」得点は１年次（M ＝ 4.984、SD ＝ 1.028）と２年次（M ＝ 4.587、
SD ＝ 1.160）で有意差はみいだされなかった（t（47.192）＝ 1.503, n.s, d ＝ .366）。次に、「職務能力への不安」得点では
１年次（M ＝ 4.643、SD ＝ 0.856）にくらべて２年次（M ＝ 5.222、SD ＝ 0.970）の方が有意に高かった（t（47.017）＝ 2.627, 
p ＜ .05, d ＝ .641）。最後に、「体調維持への不安」得点は１年次（M ＝ 4.638、SD ＝ 1.045）と２年次（M ＝ 4.414、SD
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